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０．ゾーニング実施の流れ

● 一次ゾーニングマップの作成 (１年目に実施)

4.検討会の実施（本年度全２回）

2. 既存情報の収集、及び条件設定

5. 一次ゾーニングマップ作成

1. 対象海域・エリア区分の設定

● 二次ゾーニングマップの作成（２～３年目に実施）

① 検討会の実施

② 必要に応じた環境調査・ヒアリングの実施

③ パブリックコメントの実施

④ ①～③を踏まえた二次ゾーニングマップ作成

⑤ ゾーニング図書（ゾーニング結果をまとめたもの）作成

⑥ 保全エリアの保全策検討 ほか

※上記①～⑥は、現時点での想定です。

6. 二次ゾーニングマップ作成手法の検討

3.関係機関へのヒアリング
意見の反映

意見の反映

本年度の
取組内容
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１．対象海域・エリア区分の設定

■対象海域の設定

（１）日高郡から西牟婁郡までに串本町を
加えた地域の沿岸海域

・由良町 ・日高町 ・美浜町
・御坊市 ・印南町 ・みなべ町
・田辺市 ・白浜町 ・すさみ町
・串本町

※ 由良町と広川町の境界線から西へ伸ばす
線をゾーニング範囲の北限とします。

※ 串本町と那智勝浦町の境界線から南へ伸
ばす線をゾーニング範囲の東限とします。

（２）陸地からの離岸距離30km まで

（３）隣接府県との中間線（徳島県のみ該当）
※ 本ゾーニング事業においては、隣接府県

との中間線までをゾーニング範囲としま
す。
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１．対象海域・エリア区分の設定

■エリア区分の設定

ゾーニングマップを作成するにあたり抽出するエリアの区分は４つとし、「保全
エリア」、「保全推奨エリア」、「調整エリア」、「高事業性エリア（仮称）」と
します。

エリア区分 考え方

保全エリア
法令等により大きな制約がある又は重大な環境影響が
懸念される等により保全するべきエリア

保全推奨エリア
ガイドライン等により保全することが推奨されている
又は環境影響が懸念される等により保全することが推
奨されるエリア

調整エリア 上記以外のエリア

高事業性エリア（仮称）
風況や水深等により事業性が高いと考えられるエリア
※今年度は高事業性エリア（仮称）の抽出は行わない。

エリア区分と考え方
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２．既存情報の収集、及びエリア設定の考え方

ゾーニングを行う上で必要とな
る項目について、既存情報の収集
整理を行います。既存情報の収集
にあたっては、風力発電等環境ア
セスメント基礎情報整備モデル事
業の成果、環境アセスメントデー
タベース（EADAS）等を活用しま
す。収集した既存情報は、下表の
通りGIS（地理情報システム）上
で表示可能な情報として整備しま
す。

なお、収集整理するエリア設定
の考え方は、別紙の通りです。

GIS情報の整備仕様

種別 内容

ファイル Shapeファイル
投影座標系 平面直角座標
測地系 日本測地系（JGD2011）

ゾーニングのイメージ
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３．関係機関へのヒアリング実施

既存情報の収集整理に係る意見聴取のため、関係機関へのヒアリングを実
施します。関係機関およびヒアリング項目は下表のとおりです。

関係機関 ヒアリング項目

海上保安庁 第五管区海上保安本部
田辺海上保安部 交通課

船舶航行状況

海上自衛隊由良分屯基地 自衛隊射撃訓練等海上区域の影響範囲

航空自衛隊串本分屯基地（第5警戒隊） 航空レーダーの影響範囲

公益社団法人和歌山県観光連盟 留意すべき観光資源

関係機関およびヒアリング項目

※来年度以降も必要に応じて、関係機関へヒアリングを実施予定です。
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協議会 開催時期 検討内容

第1回
2/19（火）

※本日
ゾーニングを行う上で必要となる項目の選定

第2回
3月

上～中旬

１次ゾーニングマップ案に対する意見聴取及び２次ゾー
ニングマップを作成するための手法（後述）に対する意
見聴取

４．検討会の実施

研究会の開催時期と検討内容

ゾーニングマップの作成に当たり、環境保全に関する団体、有識者、事業
者、行政機関等様々な関係者が参加する検討会（全２回）で意見聴取を行い
ます。検討会の開催時期と検討内容を下表に示します。
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５．一次ゾーニングマップ作成

上述までの検討結果を踏まえて、一次ゾー
ニングマップを作成する。その際、それぞれ
のエリアの設定根拠、特徴、課題、考慮すべ
き点等をマップと一体的に取り纏める。

・環境保全に係る情報（生活環境、生物多様性、
自然環境、自然との触れ合い等）に係る情報
のレイヤー

・環境保全等の法令等により指定された保護地
域のレイヤー

・社会的調整が必要な地域等のレイヤ―

保全エリア
事業性に係る情報

のレイヤ―

保全推奨エリア

保全エリア

保全推奨エリア

エリア抽出イメージ エリア抽出イメージ

調整エリア 調整エリア
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６．二次ゾーニングマップ作成手法の検討

一次ゾーニングマップ作成結果を踏まえて、二次ゾーニングマップを作成
するために次年度以降に実施が必要な調査等について検討し、整理します。
主な検討内容は、下表の通りを予定しております。

No. 検討項目 内容

1
先進自治体の
事例収集整理

洋上風力発電の導入に係る先進的な取り組みを行っている自治体に関
する既存情報を収集整理し、各自治体が比較検討できる形にします。

2
関係団体等へ
のヒアリング

先進的な取り組みを行っている自治体（事例収集整理を通じてより深
く理解したい自治体）、ゾーニングについて詳しい専門家等へのヒア
リングを実施し、和歌山県沖を対象とした適切な二次ゾーニングマッ
プ作成への取組に繋げます。

3
景観眺望調査
に向けた調査
計画案の策定

本県沖に洋上風力発電が導入される場合に、特に考慮が必要と考えら
れる景観眺望への影響について、必要な調査範囲や調査時期等を整理
し、調査計画書案としてまとめます。

4
追加すべき調
査

No.2のヒアリング結果や検討会における議論を踏まえ、二次ゾーニン
グマップ作成時に追加的に行う調査を決めます。

5 取り纏め
No.1～4の結果を踏まえ、二次ゾーニングマップ作成に必要な検討工
程・内容を取り纏めます。

二次ゾーニングマップ作成手法の主な検討項目及び内容
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【参考】和歌山県沖の状況

対象海域

日高郡から西牟婁郡までに串
本町を加えた地域の沿岸海域

陸地からの離岸距離30km

隣接府県との中間線

※上記４つのデータは図中で
はおおよその位置となります。
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【参考】和歌山県沖の状況

対象海域

日高郡から西牟婁郡までに串
本町を加えた地域の沿岸海域

陸地からの離岸距離30km

隣接府県との中間線

※上記４つのデータは図中で
はおおよその位置となります。
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【参考】和歌山県沖の状況

対象海域

日高郡から西牟婁郡までに串
本町を加えた地域の沿岸海域

陸地からの離岸距離30km

隣接府県との中間線

※上記４つのデータは図中で
はおおよその位置となります。
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【参考】和歌山県沖の状況

対象海域

日高郡から西牟婁郡までに串
本町を加えた地域の沿岸海域

陸地からの離岸距離30km

隣接府県との中間線

※上記４つのデータは図中で
はおおよその位置となります。














